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英国における原子力遺産

• 英国の原子力にかかわる状況は1950年代に
形成され始め、何十年もかけて進展してきた。

• 英国の原子力遺産としては、最初の原子力
発電群、研究センター、燃料関連施設、およ
び、最大の放射性物質インベントリと廃止措
置のための最大の複合施設を抱えるセラフィー
ルドが挙げられる

2



原子力廃止措置機関

• 原子力廃止措置機関 (NDA) は、2004年のエネル
ギー法に基づいて設立された非省庁の公的機関である。

• NDAの使命は、英国政府に代わり、英国の初期の原子
力サイトを安全、確実かつ費用効率よく浄化することであ
る。

• 人々、地域社会、そして環境に配慮しながら使命に取り
組むことが、我々の信条である。

3

方針策定、ガバナンス、資金調達

UK Supply Chain

方針策定、ガバナンス、資金調達

Group Strategy and Planning, Assurance, 

Group Leadership

Partnership

Delivery

グループ戦略・企画、確認、グループ主導

受け渡し

パートナーシップ

エネルギー安全保障・
ネットゼロ省



NDAグループの業務

• NDAは近年、グループ・デリバリー・モデルへと
変貌を遂げてきている。

• 当グループ・モデルは、業務を安全に、より迅
速に、かつ効率的に遂行し、従業員によりよ
い機会を提供することに、強く根ざしている。

• 我々はこのアプローチを「One NDA」の仕事
の進め方と呼んでいる。

4原子力廃止措置機関の「4本の柱」モデル

職務の提供

政府



放射性廃棄物に関するサービス：当社の使命、展望および目標
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当社は、従業員、顧客、規制当局、
サプライチェーン、そして事業を展開
する地域社会と手を携え、我々の事
業が安全で持続可能、かつ確実な
ものとなるよう取り組んでいる。

展望

放射性廃棄物の恒
久的安全性を早急

に確保

戦略的目標

適正な施設内で
適正なパッケージに
適正な形態の廃棄

物を

革新的アプローチで
廃止措置を加速

英国にとっての価値
を高める

使命

我々は英国における
放射性廃棄物管理
および処分の「ワンス
トップショップ」である



目標の達成

当社の中心的使命は、NDAグループおよび英国の原子力産業
全体に代わり、放射性廃棄物処分事業を主導することである

我々の提供するサービスは以下の3つのバリューストリームに焦点を
当てている：

• 地層処分施設（GDF)の提供
• 英国傘下の低レベル放射性廃棄物処分場の運営
• 英国の廃棄物発生者に対する廃棄物関連サービスの提供
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英国GDF「沿岸」施設の設定図

低レベル放射性廃棄物処分場



英国における廃棄物分類
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低レベル放射性廃棄物

(LLW)

中レベル放射性廃棄物 

(ILW)

高レベル放射性廃棄物 

(HLW)

英国では、廃棄物の分類は放射能濃度を基準として行わ
れる

3つの主なカテゴリーがある。ただし低レベル放射性廃棄物
に関しては、さらに以下の分類がされている：

• 低放射能低レベル放射性廃棄物 (LA-LLW)
• 極低レベル放射性廃棄物 (VLLW)

中レベル放射性廃棄物は、低レベル放射性廃棄物の放
射能濃度を超える濃度を持つものである

高レベル放射性廃棄物は、使用済み燃料にみられるように
熱を発生させる



廃棄物はどこで発生するか？
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低レベル放射性廃棄物の発生源:

– 原子力発電所

– 再処理

– 燃料成型加工

– 防衛

– 石油およびガス採掘

– 病院

– 医薬品製造

– 工場

– 大学/学校

NDA以外



どれほどの量の廃棄物が出るのか?
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当社は、英国で発生する放射性廃棄
物および核物質のインベントリを製造し
ている

現在および将来発生する廃棄物は約
450万立方メートルと推測される
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低レベル放射性廃棄物の処分



収容能力の問題

2007年までに、我々は処分場における収容能力の
問題に直面していた

運用中の貯蔵庫にはスペースがほとんど残っておらず、
新しい貯蔵庫の建設も始まっていなかった

廃棄物予測によると、英国の低レベル放射性廃棄
物インベントリを管理するための十分な容量が不足
していることがわかった
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Low Level Waste Repository – Capacity Challenge低レベル放射性廃棄物処分場 ― 収容能力に問題



廃棄物管理方法の変化
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2007年 – 低レベル固体廃棄物管理に
関する英国初の政府方針

2010年 – 低レベル個体廃棄物管理に
関する国家戦略の策定

戦略の実践を担った放射性廃棄物関連
サービス 

低レベル固体廃棄物に関する英国の方針および戦略

英国における低レベル固体廃棄物
の長期管理に関する方針

2007年3月26日

原子力産業で発生する低レベル固体
廃棄物の管理に関する英国の戦略

2010年8月



廃棄物関連サービス

低レベル放射性廃棄物管理のための国家戦略を実践できるよう、2010年に
廃棄物サービスチームが発足した 
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英国全土の顧客に対するサービス
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業務支援

•専門家のサポート(E)

•廃棄物の特性評価 (W) 

•梱包 (P)

•輸送(T)

処理業務

•金属廃棄物処理 (M)

•可燃廃棄物処理 (C)

•代替処理 (A)

•高圧圧縮 (S)

処分業務
•低レベル放射性廃棄物処分 (L)

•極低レベル放射性廃棄物処分 (V)

顧客



廃棄物ヒエラルキーの実現
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2010年以降の実績
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340,000m3

の廃棄物を低レベル廃棄物処分場か
ら転換。新たな貯蔵施設の必要性を
なくし、国家資産の寿命を延ばす。

42,000t
の金属廃棄物を処理、リサイクルし、
より持続可能な製品を提供

40,000m3

の廃棄物を焼却することで、最終処
分量を減らし、有害物質を破壊

100,000m3

の極低レベル放射性廃棄物を転換し
許可済みの埋め立て地に埋設 

98
%

2%

95
%

5%

Disposal

Diversion

Diversion

Disposal

20212009

12,500
回にわたり安全かつ確実な輸送を実施

100,000
体の品質保証されたパッケージを製造
し処分

41,000m3

の廃棄物を、最終処分場での処分に
向けて評価

処分

処分転換

転換



金属リサイクリングのケーススタディ
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ケーススタディ ― バークレーの熱交換器
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廃止措置前のバークレー原子力発電所

バークレー原子力発電所は2基のマグノックス炉を擁
するサイトであった

当サイトは1962年に運転を開始し、1989年に発
電を停止した

廃止措置作業は1990年代に始まり、原子炉と熱
交換器をつなぐダクトが撤去された

原子炉熱交換器は、原子炉周辺の架台上に降ろ
された

 



ケーススタディ ― バークレーの熱交換器
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バークレー村を通過する熱交換器輸送

輸送ルートを確定するため、輸送に関する調査が
実施された

熱交換器に関するさらなる特性評価が行われた

熱交換器の輸送の準備が行われた

外側のすべての貫通部が除去され、密閉された

地方自治体および規制当局に対し、輸送の件が
通達された



ケーススタディ ― バークレーの熱交換器
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熱交換器は、英国の港からスウェーデンの
Cyclife社に向け輸送された

熱交換器は、従来の切断方法を用いてサイズ
を落とした

小型化された金属には、放射能汚染を除去す
るため、溶融前にグリットブラスト処理が施され
た

グリットブラスト材などの2次廃棄物は梱包され、
英国に返還された

リサイクル後の金属は、さらなるリサイクルに向け
て放出された

スウェーデンにおける輸送および受け入れ



利点
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廃棄物を早期に撤去することで、サイト上
での保管が不必要となる

処分対象の廃棄物を95%削減できる

金属類をリサイクルに放出できる

廃棄物量を95%削減できる



英国における廃棄物方策の展開

2024年、英国政府は放射性物質管理および原子力発
電所の廃止措置に関する新たな政策枠組みを発表した

あらたな政策枠組みは広範囲にまたがり、原子力セクター
全体だけでなく、それ以外の分野にも適用される

この枠組みには、我々のミッションに多大な利益をもたらす
はずの、廃棄物管理に関する一連の重要な改正が含ま
れている

NDA戦略5は、新たな政策枠組みに対する総合的な戦
略的対応を反映している
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2024年英国政策枠組みおよびNDA戦略5
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おわりに…



ご清聴ありがとうございました
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